
第４１回 鹿角市社会福祉大会開催要項 

 

１．趣 旨    急速に人口減少および少子高齢化が進む中で、地域での支え合いの基盤が弱まると

ともに、社会的孤立や生活困窮、子どもの貧困、児童虐待の増加など地域住民が直面

する生活課題がさらに複雑・多様化しています。社会構造の変化や人々の暮らしの変

化を踏まえ、制度の縦割りや「支え手」「受け手」という関係を超えた地域社会を実

現するため、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生

社会を目指す取り組みが進められています。 

         このような中、住み慣れた地域で暮らし続けるためには介護を始めとする福祉サー

ビスや医療の連携は欠かせません。しかし、福祉サービスや医療を必要とする人の中

には複合的な課題を抱えている方も多く、様々な職種が関わり、複数の専門性を掛け

合わせること（多職種連携）が在宅での生活を維持するためには必要不可欠です。 

本大会は、多くの市民が、地域福祉活動への理解を深め参画する機会とするとともに、多

年にわたり社会福祉の向上に尽力された方々に感謝の意を表し、本市における社会福祉

活動の更なる普及と充実に向けた一層の発展に資することを目的として開催いたします。 

 

 

２．テーマ   「ともに支え合う福祉のまちづくりをめざして」 

 

３．期 日   令和６年１２月２日（月） １３：００～１６：００ 

 

４．会 場   鹿角市文化の杜交流館 コモッセ 文化ホール 

        鹿角市花輪字八正寺１３番地  ℡０１８６（３０）１５０４ 

 

５．主 催   社会福祉法人鹿角市社会福祉協議会 

 

６．共 催   鹿角市民生児童委員協議会 

 

７．後 援   鹿角市 

 

８．協 賛    

教育庁北教育事務所鹿角出張所、鹿角市教育委員会、鹿角市老人クラブ連合会、 

鹿角市身体障がい者協会、鹿角市遺族連合会、鹿角市郡医師会、鹿角市郡歯科医師会、

鹿角薬剤師会、鹿角地区保護司会、鹿角地区更生保護女性の会、鹿角市校長会、鹿角市

ボランティア連絡協議会、鹿角地域振興局福祉環境部、花輪ふくし会、八幡平愛慈会、

愛生会、翠峰会、寿光会、鹿角青年会議所、鹿角手をつなぐ親の会、かづの商工会、か

づの農業協同組合、花輪ロータリークラブ、十和田秋田ロータリークラブ、県立鹿角高

校、秋田魁新報社鹿角支局、北鹿新聞社、米代新報社、鹿角コミュニティ FM                        

（順不同） 
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10．内 容 

 

  【式典・表彰】 

(1) 開 会 

         (2) 市 民 歌 斉 唱 

         (3) 大 会 会 長 あ い さ つ 

         (4) 鹿 角 市 長 表 彰 

         (5) 鹿 角 市 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 表 彰 

         (6) 来 賓 祝 辞 

         (7) 大 会 宣 言 

         （8） 閉 会 

          

  【実 践 発 表①】  演 題  『民生児童委員の活動について』 

発表者  阿 部 加世子 氏（八幡平地区民生児童委員） 

 

  【実 践 発 表②】  演 題  『在宅生活におけるケアマネジャーの役割と多職種連携について』 

発表者  十二林 一 元 氏（大湯リハビリ温泉病院居宅介護支援事業所） 

  

  【映 画  上 映】    演 題  『ピア～まちをつなぐもの～』 

                  医師やケアマネジャー、介護福祉士や薬剤師、そしてリハビリ専

門職などの多職種がチームとして連携しながら在宅医療・介護、

そして看取りに懸命に取り組む姿を描いている。 

          

               

11．大会運営 

(1) 運営委員会を組織し、大会全般の企画、運営並びに処理にあたる。 

 (2)大会役員及び運営委員は、市社会福祉協議会会長（大会会長）が委嘱する。 

   (3)大会事務局は、鹿角市社会福祉協議会内に置く。 

      鹿角市花輪字下花輪８６番地２   TEL ０１８６（２３）２１６５ 

                      FAX ０１８６（２３）２８５０ 

１2.その他 

（1）参加者の利便性を図るため無料シャトルバスを運行する。 

（2）手話通訳者を配置する。 

 


